
 

 

朝日町立宮宿小学校 学校だより No.１８ 令和５年１１月１日 校長 秋場 一憲 

繋 かぼちゃっこ 
「笑顔きらきら・夢いっぱい・いきいきチャレンジ宮小っ子」 
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 １０月２５（水）に、学校参観日と校内持久走記録会を開催しました。各学年とも、体育の授業で目標

を持ちポイントを押さえた学習を積み重ねたほか、全校児童と教職員が一緒に中間休みの走りもがんばっ

てきました。その成果を十分に発揮し、素晴らしい走りを披露しました。また、各学年・学級の授業の様

子も熱心にご参観いただき、子供たちは大喜びでした。平日にもかかわらず、多くの保護者並びにご家族

の皆様よりご来校いただきましたことに深く感謝申し上げます。 

５年生 

６年生 

― 学校参観日に合わせ、多くの皆様にご声援いただきました ― 

４年生 
３年生 

２年生 
１年生 

６年生：音楽の授業 １年生：図工の授業 



 

 

 

 

～ 全校朝会で、子供たちの心こそ「宮小の宝」であるメッセージを ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命を守る学習は待ったなしで、マンネリ化を防ぐ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年度、火災や地震発生を想定した避難訓練を実施しています。命を守る学習は待ったなしで、子

供たちと教職員の思考・判断・行動力をしっかりと養っていきたいと思っています。しかし、最近思

うことは、「マンネリ化」していないかということです。年度当初に計画し、子供たちには事前に知ら

せ、何の迷いもなく整然と避難する。それが、本当に、有事の際の活きた行動に結びつくのかをしっ

かりと考えていきたいと思っています。 

 そこで、１１月中旬には、火災を想定し防火扉とシャッターをすべて閉じた状態で避難訓練を実施

します。思うように避難できなくとも、たとえ失敗しても、そこから学ぶことがたくさんあります。 

花輪所長による授業通覧 

生徒指導主任の話に、真剣に聴き入る子供たち 

生徒指導主任が、破損した 

暖簾を見せながら全体指導 

教職員研修会 

 ９月下旬の運動会を宮小の宝第１位として、全校

児童と教職員が力と心を合わせ大成功させました。 

 しかし、日常生活に目を向けると残念な出来事が

２件続きました。１つ目は、リサイクルに回すはず

の牛乳パックが、複数個、校舎内に置きっ放しにな

っていること。２つ目は、養護教諭がトイレの出入

口に目隠しのために設置した暖簾がいつの間にか

破損していたこと。小さな出来事かもしれません

が、校舎にゴミのように置き捨てること、間違って

破損させたらどうすべきかを考え行動すること、い

ずれも子供たちに考えさせたい大切な内容だと思 

い、全校朝会で、生徒指導主任より全体指導を行いました。 

 全校児童で選んだ宝を大切にする前に、まずは全校児童一人一人が日常生活や仲間、校舎、そして

人として身につけなければならない心を宝として大切にし、成長していって欲しいと願っています。 

１０月の地震を想定した避難訓練の場面より 


